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閘門（尼ロック）とは、水面の高さが異なる2つの水域（海と運河）の間で船を安全に通航させるための施設のことで
す。尼ロックには2基の閘門があり、隣接して閘門を操作する集中コントロールセンターがあります。閘門と集中コント
ロールセンター内の防災展示室を見学することができます。
※尼ロックは尼崎閘門の愛称です。 閘門＝ロックゲート（Lock Gate）
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集中コントロールセンター1階にある防災展示室は、4つのゾーン（「ガイダンスゾーン」・「海岸防災ゾーン」・「津波を知り
備えるゾーン」・「防災アーカイブゾーン」）で構成されており、災害から暮らしを守る工夫など、体験を通じて楽しく学べる
ようになっています。また2Ｆの展望デッキからは尼ロックを通航する船や六甲山を見ることができます。
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尼崎は、川が運んだ土砂が堆積してできた土地にまちができており、地面の高さがもとも
と低いので、昔から台風や高潮などの水害に悩まされてきました。さらに、多くの工場が地
下水をくみ上げたために、ひどい所で2～3メートルも地盤沈下しました。このため、現在
ではまちの約3分の1が海面（満潮位）より低い「ゼロメートル地帯」となっています。
また、西宮市でも国道43号より南側には「ゼロメートル地帯」が広がっています。

西宮市役所

芦屋市役所



台風や豪雨で何度もひどい被害を受けたことがきっかけで、尼崎では川沿いと海沿いに「防潮堤」
とよばれる堤防を建設することになりました。この堤防の最大の特徴は、防潮堤内の工場などに荷
物を運ぶ船が出入りするための「閘門」が設置されていることです。このような「閘門式防潮堤」が
日本で最初に建設されたのが尼崎だったのです。この防潮堤や閘門など、高潮や洪水からまちを守
る施設をまとめて「海岸・河川防災施設」といい、尼崎から芦屋地区にかけて整備されています。

特殊な方式であるため、工事は難しいが、防潮堤延長が短く安
価につくられるため、尼崎では閘門式を採用した。
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防潮堤の内側（まち側）と外側（海側）では水位が異なります。そこで活躍するのが閘門です。閘門とは水面の高
さが違う2つの川や運河をつなぐ水路に扉をつけ、それを開け閉めすることで水面の高さを同じにし、船を安
全に通航させる施設のことをいいます。もうひとつ重要な役割は、高潮などで防潮堤の外側（海側）の水位が高
くなった時、扉を閉じ、内側の水位が上がることを防ぐことです。

外潮位（海の水位）を観測する潮位計で、津波や高

潮で海の水位が高くなれば、閘門を閉鎖します。

前扉全景：常時は下半分が海中に隠れています。
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まち側（運河）まち側（運河）

角落倉庫

防衝構設備

8
閘門の前扉や後扉の前後に

「角落」を設置することで、海

や運河の水をせき止めてから

中の水を排水して、扉の修繕

や塗装をします。その「角落」

の置き場所がこの倉庫です。

港内水位（運河の水位）を観測する水位計で、雨が

降って水位が高くなればポンプを運転します。

閘門・ポンプ･水門の操作はもち

ろん、尼崎市内の防潮堤沿いに

ある防災施設の様子をカメラ映

像で確認したり、雨量や水位の

観測情報を集め、尼崎のまちを

災害から守るために24時間見

張っています。

日本最大級の閘門（愛称・尼ロック）

日本最大級
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72 ㎥ /s①計

91 ㎥ /s②計

163 ㎥ /s①+② 合計

/s
/s

排水ポンプ（口径 2,200ｍｍ）

りっこう

エンジン（700kw）


